
計画の推進体制

評価と検証のために、計画全体の

「目標値』と合わせて、アクションプ

ランごとに効果を検証するための数

値目標を設定し、数値を年度ごとに

確認することで、次年度以降の取組

み内容の見直しゃ目標値の検討を実

施します。

現在、観光庁が推進する持続可能

な観光の視点からも、地域がメリッ

トを実感できるよう総合的な取組み

の重要性が強調されており、本計画

では、これらの視点を取り入れ、多

様な関係者同士の連携や市全体とし

て取り組むべき仕組みづくりを推進

します。

目標値

奇聞
Act 

検証結果をふまえ、

次年度以降の調整・

予算等に反映

園野

Plan 
各アクションプランの

計画決定・成果指標の

4・設定

事務局:市商工観光課 Do 
市観光振興審議会 実施主体が中心となり、

市観光協韻会
各アクションプランを

実行

Check 園長
取組み状況・成果指標を

年次で検証

目標値:アンケート調査により基準値(現状値)を設定後、目標値を定める/令和3年度以前の数値は実績値を表記

@旅行支出額

@旅行者数(観光入込客数等)

項目
令和元年度

4年度 5年度 6年度 7年度 8年度
{基準働

観光入込客数〔人回} 1，879千 1，7∞千 1，850千 2，000千 2，200千 2，400千

延べ宿泊客数(人回} 514千 4∞千 450千 520千 560千 6∞千

個人観輝入閣仏回 129，476 20，000 70，000 130，000 180，000 220，000 

教育旅行者数(人固) 24，529 15，000 18，000 22，000 26，000 28，000 

スポーツ関係面識t仏j 16，374 16，000 17，000 18，000 20，000 22，000 

@リピーター率・再訪意向

項目
令和元年度

12月3叫年年度6月 5年度 6年度 7年度 8年度
{菖事値)

日本人 83% 82% 81% 8ω6 80% 
リピーヲー宰

外国人 89% 84% 82% 8ω4 80% 

再訪意向 日本人 6.54 6.55 6.56 6目58 6目6
(7点満点※)

外国人 5.82 5.9 6.1 6.3 6.6 

※ 7点=強〈再訪したいと思う/6点=再訪したいと思う/5点=やや再訪したいと思う/4.点
=どちらでもない/3点=やや再訪したくない/2点=再訪したくない/1点=強く再訪したい

と恩わない

八幡平市観光振興計画
令和4年度~令和8年度

発行 令 和4年

発行者 八幡平市商工観光課

干028・7392 岩手県八幡平市野駄第21地割170番地

TEL:0195・74-2111 FAX: 0195・74-2102

メール:shokanka@city.hachimantai.lgjp 

URL: https:l/www.city.hachimantai.lgjp/soshiki/shokanka/ 

@来訪者満足度

※7点=とても満足/6点=満足/5点=やや満足/4.点=どちらでもない/3点=やや不満/2
点=不満/1点=とても不満

@観光資漉に対する認知率(市民)

持続可能な観光地域づくりを目指すうえで重要となる、市民の観光に対する関

心の向上を目指し、観光の取組みに対する認知度の向上を図ります。

@観光への関与意向(市民)

地域の方々 の観光に対する認知、関心向上だけでなく、人材育成も重要な観点

となります。市民一人ひとりが気軽に観光に携われる環境、仕組みづくりを目指

します。

三ツ石山の紅葉

第4期
概要版

A幡畢市観光振興計画

計画の位置づけ

本計画は、市政運営の最上位計画である「第2次八幡平市総合計画後期基本計画』に掲げる「おもてなしの観光による交流人

口の増加』の実現に向けた実施計画として位置付けるものです。

計画期間

第2次八幡平市総合計画後期基本計画
【施策】 砂おもてなしの観光による交流人口の増加

可マ
八幡平市第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略

【プロジェクト⑪】 砂観光客おもてなし体制強化プロジェクト

可司F

第4期八幡平市観光振興計画

本計画の期聞は、令和4年 (2022年)から令和9年 (2027年)までの 5年間とし、施策によっては10年後の目標設定も行い、

中長期的な視点での計画策定を行います。

八幡平市観光の将来像(長期的なビジョン)

日本の美しい四季と暮らし ナショナルパーク八幡平

本計画のテーマ

EE 

-旨置昌~4恒t'..!;珂嵐長lIIII

rNatural Reso巾として、『稼げるリゾート』ヘ

本市の豊かな自然を維持しながら、観光による経済活性化を力強く促進し、自然に恵まれた観光地を「稼げるリゾー卜」に変えていくこ

とを目指します。

滞在する人にも暮らす人にも心地よい、持続可能な環境を提供

本市は、色鮮やかな風景の中で、日本有数のスノーリゾートや雄大な山々でのアクティピティ、温泉等、豊かな大自然の“静と動"を

体感できる観光地です。自然のエネルギーを自分のパワーに変える旅を体験でき、四季折々の美しさの中で、自分の原点に立ち戻り、

次の一歩を踏み出したくなるような時聞を提供します。

市民の誇りにつながる観光地域づくり

本市のさまざまな魅力は、このまちに住む人たちによって紡がれてきたものです。市民自身が本市の魅力を知り、好きになること、市民の

より多くの方々にとって観光に関わるさまざまな取組みに関わるきっかけや後押しになることを意識したアクシヨンプランを実施します。
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本計画のテーマを実現、体現するために、次の3つのアクションプランと9つの施策を設定しました。

1. r高めて、広げる」 豊かな自然の中で得られる刺激的・洗練された体験の拡充

外国人観光客の受入促進

1-1 外国人観光客の受入促進

外国人観光客にとってのデステイネーション(旅の目的地)形成

に向けた受入基盤整備、 WEBやSNSほかデジタル技術を活用し

た海外向け情報謝言、海外での商談会、海外インフルエンサーの

活用、外国人に対応できる人材の育成等により、アフターコロナ

の外国人観光客から「選ばれる観光地』を目指します。

自然を楽しむアドベンチャーの推進

2-1 rすべての人が楽しめる』

ナショナルパーク八幡平の環境整備

ナショナルパーク八幡平は、山頂付近の勾配が非常に緩やかで、

誰もがアクセスしやすい日本百名山です。乙れを、誰もが到達で

きる、ユニバーサルデザインの百名山として捉え、老若男女、年

齢や身体的な理由で登山を諦めていた人にも、登山の魅力を提供

できる、ユニバーサルツーリズム(すべての人が楽しめるよう創

られた旅行)を推進します。

2圃2 トレッキングガイドの観光商晶・受入基盤置備

トレッキングガイドの利用促進や人材の確保、質の向上を目的

に、八幡平山頂エリアのガイド人材の育成、 WEBによるガイド

予約販売の仕組みを構築し、ツアー造成や販売を実施します。

2・3アドベンチャーツーリズムの観光商品強化

十和田八幡平国立公園及び周辺エリアにおいては、高単価な客

層に対して「自然」、「アクティピテイ」、「文化体験』の3要素の

うち2つ以上で構成される「アドベンチャーツーリズム」の付加

価値の高い観光商品の造成と営業強化を実施します。

2・4 モリアオガエルをアイコンとしたプランディング

「大揚沼モリアオガエル及びその繁殖地」は国指定から50周年を

迎えます。市民も観光客も、八幡平の豊かな森と自然に誇りを持

ち、天然記念物の生息地を保護する活動を広げ、ナショナルパー

ク八幡平を象徴するアイコンとして、口ゴやキャラクターの整備、

各種情報発信やツアー造成、土産品開発等の活用を推進します。

国際競争力の高いスノーリゾート形成の促進

3-1 市内スキー場のインフラ投資、 DX基盤整備

スノーリゾートを最大の武器に、インパウンドの伸びを加速させ

るため、 ICゲート等スキー場の適切なインフラ投資、人手不足を補

うDX基盤整備の推進、広域共通リフト券の展開、グリーン期の受

入基盤整備等を支援することで、スキー場の魅力化を狙います。

3圃2海外ファミリ一層、富裕層向けの観光商晶開発

八口ウインターナショナルスクール安比ジャパンの開校を経済

効果の機会として、ファミリ一向けコンテンツの開発や海外ファ

ミリ一層への発信、芸術とのコラポレーションといった上質なコ

ンテンツの開発、グリーン期のコンテンツ開発等、富裕層受入に

見合う価値の創出を行います。

3・3宿泊施設、観光施設の上質化や多様化

国等の支援を活用し、スキー場や国立公園のペースタウンとな

る宿泊施設や観光施設において、上質かつ多様な滞在環境の開発

促進を行います。宿泊事業者の高齢化等が進む八幡平温泉郷にお

いては、泊食分離、地域まるごとホテルの推進等、中長期滞在者

を対象とした滞在環境の充実化を図ります。また、ワーケーショ

ン滞在等の支援も引き続き実施します。

さらに、今後の観光集客における重要な要素として、省エネ、カー

ボンニュートラル、廃棄物の削減を意識した取組みを行います。

3・4 パックカントリーの受入環境整備

CAT(雪上車)利活用推進やパックカントリーエリアでのマナー

啓発、雪崩リスク管理や環境破壊への対策、夏季の環境整備等を

通じて、持続可能な八幡平パックカントリーエリアを推進します。

スポーツツーリズムの推進

4-1 スポーツツーリズムの推進

スキー場やサッカ一場、ラグビー場等の施設を活用したス

ポーツツーリズムによる受入を推進します。また、社会人チー

ムの誘致、観光資源との連携による延泊につながる取組みによ

り経済効果の拡大を狙います。

4・2サイクルツーリズムの撮興

八幡平アスピ一テラインや岩手山パノラマライン等、景観に優

れたルートを活用し、八幡平ヒルクライム大会の実施や、e-bike

を活用したライドツアーを造成します。また、国内外に八幡平サ

イクルツーリズムの情報や魅力の発信を行います。

八幡沼と高山植物

lI.r伝えて、育むJ八幡平市の歴史風土や自然環境の魅力発信と持続・発展

地熱等の資源からSDGs、サステナピリティを学ぷ_， 
5-1地熱、松尾鉱山等を活用した教育旅行、企業研修の推進

地熱発電所による地熱資源を活用した農業や地熱蒸気を使った地

熱染め、安比高原の中のまきばの野芝の再生活動等、サステナプル

な取組みカ空行われています。

こうした地域資源や松尾鉱山の学びを生かして、教育旅行や企業

研修誘致の取組みを推進し、閑散期の集客を目指します。

焼走り熔岩流

地域の歴史的・文化的資源、食文化の活用

歴史的・文化的資源を活用した広場連携の強化

令和2年「“奥南部"漆物語~安比川流域に受け継がれる伝統技

術-J が、文化庁の日本遺産に認定されました。

また、令和3年には「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産

に登録された乙とにより、北東北での周遊のニーズが高まると想定

されます。

江戸時代の物流を支えた鹿角街道、古くから続く馬事文化に絡め、

安比高原中のまきばも、地域資源として積極的に活用し、文化や歴

史を共有する自治体との広域連携強化を推進していきます。

6圃2食の体験コンテンツ強化

地域食材の活用や食の体験コンテンツの提供を推進し、観光客の

満足度向上につなげます。

また、アグリツーリズモをテーマとした食や農の体験プラン造成、

食材情報プラットフォームの整備を通じ、農(みのり)の観光コンテ

ンツ化を目指します。

6・3 市民向けの観光体験提供

市民や、次世代を担う子供達が地域への誇りと愛着を醸成する取

り組みとして、観光に関する授業や市民向けの観光体験会を実施し、

観光人材の確保につなげます。

111. rつなぐ』 八幡平市観光全体を推進する取組み

豊かな観光資源を次世代につなぐ

7-1観光資源の保全

貴重な観光資源の喪失を防ぐため、市民や観光関係事業者を中心

に、観光資源の維持・保全に係る取組みゃ民間資金を募るクラウド

ファンデイング等による資金調達を検討します。

また、これまでの活動を支援し、次世代に観光資源を引き継ぐ活

動に取り組んでいきます。

交通アクセスの拡充

8・1突通アクセスの拡大・改良

観光需要に配慮したコミュニティパスの利用検討と電気パスや

EV車等の導入の推進、自家用有償運送等の新たな移動手段の検討

と岩手山サービスエリアのパス停設置を通じ、観光客のアクセス向

上を目指します。

安比高原(ブナ二次林)

観光推進体制の強化

9-1観光推進体制の強化

市観光協議会や市船E振興審議会と連携し、計画のPDCAを推進

し、進捗状況を評価や検証する体制を強化します。さらに、観光経

営人材育成や観光施策財源確保に向けた検討を行います。

また、関係人口、支流人口の増加につながる、フアンコミュニティ

の仕組みづくりを構築します。

世界に誇れるパウダースノー




